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［問い合わせ］

イラスト：安斉 俊（平成18年卒業）

本学科では、水圏生命科学、資源生産・利用科
学および海洋環境科学の3つを柱として、海洋
から淡水域まで、生息する生物とその環境を
広く研究対象としています。

日本大学 生物資源科学部学修の流れ

海洋生物に関する基礎科目
を幅広く学習し、さらにマ
リンフィールドサイエンス
の基本的な知識・技術を身
につけるため、下田臨海実
験所で 3 泊 4 日の実習を実
施。また、海洋生物展示学
も受講できます。

すべての研究室で開講され
る学生実験を受講でき、多く
の専門科目を学ぶことがで
きます。これらを通して研究
室を選択するための基礎知
識を得ることができます。ま
た、海洋生物展示学実習も受
講することができます。

研究室に配属され、実習・
演習を通してより専門的な
学習を進めることとなりま
す。同時に、企業や研究所、
水族館などの学外機関・団
体で実施する学外研修（イ
ンターンシップ）を受講す
ることもできます。

所属する研究室で海洋生物
学研究（卒業研究）に取り
組み、得られた成果をもと
に議論を重ねて結果を導く
体験を通じ、専門分野を究
めることができるカリキュ
ラムが組まれています。

1年次 2年次 3年次 4年次

将来の活躍分野

水族館や博物館、研究所、国家・地方公務員、環境アセスメント会社、
製薬会社、建築会社、食品・飲料・乳製品などの製造・加工・流通
に関わる会社など、海洋生物や海洋環境を対象とするバラエティー
に富んだ分野・業界・職種で活躍できることを想定しています。海
洋生物の飼育や展示、餌料についての多角的な学びは、養殖業や水
族館産業への就職の懸け橋となることも期待されます。また、食品
衛生管理者や食品衛生監視員、中学・高校の理科教員、高校の水産
科教員といった進路もあります。中でも、水産高校や水産科の教諭
になれる学科は、全国でもわずかしかありません。

資　格

【取得できる免許・資格】
中学校教諭一種免許状（理科）、高等学校教諭一種免許状（理科・水産）、
食品衛生責任者、小型船舶操縦士免許（1級・2級）
【任用資格（卒業後の実務経験により取得できる資格）】
学芸員、飼料製造管理者、食品衛生管理者、食品衛生監視員、環境
衛生監視員、家庭用品衛生監視員、環境衛生指導員
【受験資格】
化学分析技能士、バイオ技術者認定試験（中級・上級）

科目一覧

【共通系科目】
海洋生物学概論、海洋基礎実習Ⅰ、海洋基礎実習Ⅱ、水族館論、海洋生物展示学、海洋基礎生物、海洋基礎化学、
海洋基礎物理、小型船舶操縦法実習、海洋生物展示学実習、海洋生物学演習Ⅰ、海洋生物学演習Ⅱ、海洋生
物学実習Ⅰ、海洋生物学実習Ⅱ、海洋特別講義、水産経済学、バイオインフォマティクス論、水族統計学、
学外研修、海洋生物学研究Ⅰ、海洋生物学研究Ⅱ

【生命科学系科目】
魚類学、無脊椎動物学、海生ほ乳類学、軟骨魚類学、生化学、生物機能化学実験、水族生理学、細胞組織学、
生物機能化学、水族生理学実験、水族免疫学、栄養生理学

【生産科学系科目】
増養殖学、魚病学、水族発生学、漁業生産システム学実験、漁業生産システム学、魚病学実験、行動生態学、
水産資源学、水族環境学、魚類繁殖行動学、魚群行動学、遺伝育種学

【利用科学系科目】
水産利用学、水産利用学実験、食品衛生学実験、水産食品化学、生物有機化学、海洋微生物学、食品微生物学、
分析化学、食品加工学、ケミカルバイオロジー、食品衛生学

【環境科学系科目】
海洋環境学、プランクトン学、藻類学、海洋環境学実験、深海生物学、底生生物学、マリントキシン、水
族生態学実験、水族生態学、海洋環境化学

海洋生物学科の教員は、全員がそれぞれの分野の第一線で活躍する研究者です。
文部科学省の科研費の高い採択率がそれを裏付けています。日本学術振興会の特
別研究員に採択されて研究者をめざす博士後期課程の学生もいます。このような
活発な研究への取り組みの下で大学院教育が行われており、学部生は実習や学生
実験の受講時、研究室への入室後の卒業研究等での関わりの中で大学院生から多
くの刺激を受け、将来の研究者をめざすことができる環境が整っています。

充実した大学院教育との連携

TwitterInstagram

学科の最新情報はこちら



海洋生物学科では、プランクトンや魚類、海獣類などを中心とした海洋生物について（水

圏生命分野）、陸上動植物とは異なる海洋生物の食資源としての効率的かつ持続的な生産・

利用（資源生産・利用分野）、さらに海洋生物を取り巻くミクロからマクロまでの海洋環

境（海洋環境分野）まで、幅広い領域を研究・教育対象としています。

海洋生物について
幅広く学べる学科

研　究

授　業

■水圏生命分野 ■資源生産・利用分野

人間と同様、魚も電極を装着すれば心電図
が記録可能ですが、手を触れたり、電極を
装着することは負担になります。餌を食べ
るだけの記録方法を開発して、人間活動か
ら受けている影響判定を試みています。

水族館関係者や水族館分野に詳
しい教員によるオムニバス形式
の講義です。多様な視点で水族
館の世界を学ぶことができます。

イルカやアシカなどの海獣類を担当していま
す。 動物たちの 健康管理 や掃 除 など の他に 
ショーにも出演しています。また 動物たち と
接する中で得たデータ は 、水族館外で発表す

ることもあります。動物たちが少しでも楽しく過ごせるように、そして動
物たちの魅力がお客さまに伝わるように日々試行錯誤しています。

日本沿岸域に2系統の
カマイルカがいることを証明

鈴木 美和（教授）

日本沿岸にいるカマイルカLagenorhynchus 
obliquidensの中に、互いに顔つきが違う集団
がいます。この集団が遺伝的にも異なり、約
11万年前に分岐したことを証明しました。分
化レベルや生理学的な違いを探っています。

ヒラメの性決定遺伝子を特定し
養殖産業へ貢献する
前川 茉莉（大学院博士前期課程）

魚の性別を決める遺伝子を見つけて、美味
しい養殖魚を育てるための研究？  そんな
研究できるの？と思い卒業研究を始め、気
がつけば大学院へ。遺伝子から食卓までが
繋がった研究に没頭しています。

水族館論
かまぼこや干物といった身近な
水産食品を例に、魚肉タンパク
質の性状を把握することで、品
質や加工機序の理解を深めます。

水産食品化学
基礎実習Iは5月から6月に数班に分けて下田臨海実験所で行われ、
生物採集や海洋観測を通して海洋生物学を体感します。基礎実習II
では生物・化学実験に必要不可欠な操作（ピペットや電子天秤の使
い方、試薬の秤量）を全学生が習得することを目的としています。

海洋基礎実習I & II

下田臨海実験所（静岡県下田市須崎）

活躍する卒業生

研究分野紹介

▲生物試料採集船
　「すざき2世」
　9.1トン、120馬力。
　定員32名。

▲

実験室には顕微鏡
をはじめ、必要な機
器類が備わってお
り、実験・実習に利
用されています。

浦﨑 晴楓 さん

［新江ノ島水族館（海獣トレーナー）］

〈2019年3月卒業〉

川瀬　誠 さん

［マルハニチロ株式会社］

〈2017年3月卒業〉

チリから養殖のサーモンを買い付けして、
全国へ販売しています。チリにはマルハニ
チロの駐在所があるので、毎日その日に生
産、加工された製品のレポートをチェック

しています。日本に商品が到着したら、実際に倉庫に行き自分の目
で品質に問題がないか確認をしています。

森　司（教授）

表現型の
可塑性

カエル幼生が捕食者に応
じて形態や脳の生理機
能を変えるシステム
を探っています。

鈴木美和（教授）

海生哺乳類
の生理学

海に戻った哺乳類がいか
に内部恒常性を維持し
ているのか、その機構
を調べています。

井上菜穂子（准教授）

脂質
イメージング

イメージング技術を用い
て脂質代謝物の局在解
析を行っています。

苫名 充（准教授）

軟骨魚類の
獲得免疫

脊椎動物の祖先に近い軟
骨魚類を用いて複雑な
獲得免疫系の基本を
解明しています。

柴崎康宏（助教）

免疫機構

魚類のユニークな免疫機
構の解明し、より良いワ
クチン開発への応用を

目指しています。

■海洋環境分野

餌を介して得られる心電図から
魚のストレスを判定する

小島 隆人（教授）

research

graduate

field

experiment/practiceLECTURE

小島隆人（教授）
魚の心電図

魚が受けているストレス
を、食べた餌から得られ
る心電図から判定す

る試みです。

福島英登（教授）
水産食品

多種多様な水産物につき、
タンパク質の性状に基
づく利用方法を研究

しています。

間野伸宏（准教授）
魚病学

養殖場や水族館等で認め
られる魚介類の病気に
関する研究をしてい

ます。

周防 玲（専任講師）
海洋天然物化学

澤山英太郎（准教授）
品種改良

養殖魚の品質に関係する
遺伝子を特定し、養殖産
業へ還元することを
目指しています。

荒 功一（教授）
海洋環境

相模湾沿岸域での環境特
性とプランクトン生態
系の季節・短期変動
を調べています。

髙井則之（教授）
動物生態

海や川に住む動物たちの
生態と生息環境、及び水
界の食物網を調べて

います。

糸井史朗（教授）
フグ毒

小糸智子（専任講師）
深海生物

藤井琢磨（専任講師）

サンゴ礁生物
多様性

牧口祐也（准教授）
繁殖行動

代謝計測、画像・遺伝子解析を
組み合わせサクラマスの
代替繁殖戦略の解明を

目指しています。
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実験実習

PICK
UP!

海洋生物から、利用価値の
高い化学成分を探す研
究に取り組んでい

ます。

フグやヒラムシを採取・
飼育してフグ毒の保有
状況や毒化機構を調

べています。

深海の極限環境に生息す
る無脊椎動物の環境適
応メカニズムを調べ

ています。

六放サンゴ類を分類し進
化系統を推定すること
で、その多様性の成り
立ちを探ります。

本実験所は景勝地として知られる伊豆半島最南端の爪木崎
自然公園に位置し、眼前に広がる田ノ浦湾には600種を超え
る多種多様な魚類、無脊椎動物、海藻類が生息しています。
このような恵まれた環境を活かし、本実験所を拠点とした
水圏生命科学、資源生産・利用科学、海洋環境科学に関する
教育・研究が展開され、主に海洋生物学科の実験・実習、卒業
研究、大学院生の研究などに利用されています。また、博物
館主催の理科実験セミナー（中学・高校の理科教員向け）や
地域住民を対象とした学術講演会なども開催しています。

1年次・選択・2単位 2年次・選択・2単位 1年次・必修・各1単位


